
AI管路劣化診断、将来給水人口予測サービスについて

令和8年2月26日
Fracta Japan株式会社

nakanishi-m8810
テキストボックス
資料３




本日の内容

■AI管路劣化診断について

■将来給水人口予測サービスについて



①AI管路劣化診断について
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管路データ及び漏水履歴の情報を取得 3,000を超える変数から成る環境デー
タベースを日本全土で構築済

独自に構築したアルゴリズム（計算手法）

1～100年以内の管路の漏水確率を算出

管路データと、管を取り巻く様々な環境情報により構成した環境データを活用して診断

データお預かりから診断・納品まで 最短3ヶ月～

管路データ・漏水履歴の
取得／整理

STEP

１ 環境データの活用
STEP

２
AI/機械学習による

計算
STEP

３
漏水確率計算結果の

マッピング・可視化
STEP

４

データクレンジングを行い不明管等の補完

管 路の 漏 水 確 率を
ヒ ー ト マ ッ プ と し て
地 図 上 に 可 視 化

管路データ 漏水履歴
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AI管路劣化診断概要
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地域特性を加味した目標耐用年数の設
定根拠として活用が可能

漏水調査エリアの優先順位付けに活用

診断結果は独自のオンラインツール、shpファイル、csvファイル、PDFでお渡し

１
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AI管路劣化診断概要

管路IDごとに1年~100年以内
の漏水リスクを算出し可視化

2 3 4

オンラインツールは診断終了後
5年間無償で提供

100年先までに想定される漏水
件数を管種/継手ごとにグラフ化

メッシュごと/エリアごとの漏水リス
クも同時に算出

表層地盤データも格納。耐震化
や耐震適合管の更新優先順位
付けにも

オンラインツールやcsvファイルのフィルター
機能を活用することで容易に対象管路を抽
出することが可能
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短期予測は管路IDごとに1～5年以内の漏水確率を算出

管路IDごとの診断結果イメージ

AI管路劣化診断 AIEyes - 診断結果の可視化 -
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①
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AI管路劣化診断 AIEyes - 診断結果の可視化 -

更新率シミュレーション機能を用いることで
管種・継手毎に100年後までの想定漏水件数を算出

②

アセットマネジメント計画の精緻化にも活用可能
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AI管路劣化診断 AIEyes - 診断結果の可視化 -
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メッシュごと、町丁目単位での漏水リスクマップも作成③

町別マップイメージ メッシュマップイメージ

漏水調査計画にも活用可能
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AI管路劣化診断実績
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使用するデータ

事業体様からご提供
いただいた管路データ

事業体様からご提供
いただいた漏水履歴

フラクタが収集した
全国の漏水履歴

全国の診断実績から収集した
漏水履歴を学習し構築したモデル

① ジ ャ パ ン モ デ ル
フラクタが収集した
全国の漏水履歴

事業体様からご提供
いただいた管路データ

ご提供いただいた漏水履歴と全国
の漏水履歴を共に学習するモデル

事業体様からご提供
いただいた管路データ

フラクタが収集した
全国の漏水履歴

事業体様からご提供
いただいた漏水履歴

データ精査 ② ハイブリッドモデル

＊

3 つ の モ デ ル を 構 築

ご提供いただいた漏水履歴
を 学 習 し 構 築 し た モ デ ル

① ロ ー カ ル モ デ ル事業体様からご提供
いただいた管路データ

事業体様からご提供
いただいた漏水履歴

AIモデル構築パターン
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・検証に使用した漏水履歴は135件
・最も劣化度が高いと判断された上位3%(ランク5)にて全体の61%にあたる82件の
自然漏水が発生

・上位10%地点(ランク5,4)においては全体の90%にあたる122件の自然漏水が発生

・F市上下水道局 劣化予測診断
業務実施年度
最終診断の管路属性データ
劣化予測診断総延⾧
セグメント数（管路ID数）
セグメント当たりの⾧さ

・診断時に使用したAIモデル…ローカルモデル
（F市様の管路データ、漏水履歴を学習したモデル）

・診断に用いた漏水履歴
1993年4月1日～2023年3月31日までの漏水履歴
機械学習に用いた漏水件数…2236件

・診断後に発生した漏水データ
漏水発生期間:2024年4月1日～2025年3月31日
診断結果と照合する漏水:135件

:2022年度～2024年度
:2023年度末時点
:約3,403km
:135,176個
:平均25.1m

診断後に発生した照合対象の漏水:１３５件

ランク3.2
13件(10％)

ランク４
４０件（２９％）上位３％ ランク５:８２件（６１％）

劣化度 上位１０％(ランク５・４）:１２２件（９０％）

実漏水の9割を劣化度上位１０％で捕捉

【参考】F市上下水道局における事後検証事例



②将来給水人口予測サービスについて



将来給水人口予測 ±Move
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活 用 例

管路データと将来推計人口マップを活用し、将来の給水人口予測を可視化

診断結果はマッピングシステムに読込可能な形式ファイル（shp、csv）でお渡し可能

管路更新の最適化
更新計画に将来のエリア別人口変化率を加味する
ことで、社会情勢を加味した合理的な更新計画の
策定が可能に!

台帳整備
管路データ上の欠損値(布設年・口径・管種)を補完
不明管の数値補完に!
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将来推計人口マップの
活用

STEP
２

将来給水人口予測 ±Move の概要
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管路データと、将来推計人口マップを活用してエリア毎の将来給水人口を予測

データお預かりから診断・納品まで 最短2ヶ月～

将来推計人口マップ

〈国土交通省 国土数値情報〉

2050年までの将来給水人口予測を
地図上に可視化

STEP
３

将来推計人口マップ

管路データの
取得／整理

STEP

１

管路データ

データクレンジングで
不 明 管 等 の 補 完

・将来推計人口マップを管路データに紐づけ
・人口変化率を管路IDごとに算出しヒートマップ化
・5年ごとの人口推移をマップ上で確認可能
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将来給水人口予測 ±Move - 必要なデータ -

管路データを修正・補完・整理し、同じ位置座標にて将来推計人口マップを紐付け

管路データ
将来推計人口マップ
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管路データの
取得／整理

STEP

１

管路データ

将来推計人口マップの
活用

STEP

２

将来推計人口マップ

管路データ

管種 口径 布設年 位置情報 ⾧さ 管路ID

事業体様からご提供いただくのは 「管路データ」 のみ

管路データの項目毎に欠損値やエラー値
（管種、口径、布設年） を精査し、
適宜データの修正・補完を行います

欠 損 値 は 独 自 の
手法にて補完を実施

データは500mメッシュ
に て 整 理 、 構 築 済

日本全国2050年までの

将来推計人口マップを活用
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将来給水人口予測 ±Move - 結果の可視化-
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エリア別人口、変化率をそれぞれ地図上に可視化

管路の位置する
エリアの人口を表示

2030年を基準とした2050年まで
の変化率を管路IDごとに表示

2050年までの将来給水人口予測を
地図上に可視化

STEP
３

・将来推計人口マップを管路データに紐づけ
・人口変化率を管路IDごとに算出しヒートマップ化
・5年ごとの人口推移をマップ上で確認可能

診断結果はマッピングシステムに読込可能
な形式ファイル（shp、csv）でお渡し可能 アプリではなくWebブラウザの為、ID・PWの共有で複数台のPCにて閲覧可能

オ ン ラ イ ン ツ ー ル の 提 供

＜管路の位置するエリアの人口情報を管路IDごとに確認が可能＞



以上、ご清聴ありがとうございました。




